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えないという内的確信からのみ生じうる」（4）。   
ミルズの書物は，現在までもその影響力を保っており，プレツプ・スクールを特権的な階級へ  
の「特異な教育」を行う学校だとみなす解釈がある。セントポールズ校出身のハーヴァード大生  
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の出身でアンドーバーからイエール大卒（同じコーホート）である。対比は鮮やかである。   
ユダヤ系でありながら，監督教会派の日曜学校に通い，名門プレップからイエールへ進学する。  
オリバー・ストーンのベトナム従軍は，身に纏った虚飾の経歴を脱ぎ捨てて，しかも生身のアメ  
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けれど，規律ずくめ。くさいロッカールームに，まずい食いもの。やたらつっぱた連中が多くて，  
スポーツでも競争ばかり。夜，待っているのは，4時間の自習時間。俺はたっぶり規律をたたき  
こまれたよ。いやでいやでたまらなかった」と述べている（26）。   
ヒル校入学の目的は，ただ1つ，イエール大学人学であった。もちろん他の生徒の目的も同じ  
で，「エリート社会になんとかもぐりこもうとする人間たち」の間で型にはめる教育に耐えなが  





































































験，人種はもちろん，ハーヴァード卒業者との縁戚関係も考慮されている（jl）。   
用いられた入学者選考方法は，かなり複雑である。出身地域や出身学校のタイプによって，入  
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学願書が分類されて（dockets），それぞれの分類カテゴリーごとに，個人的資質，学業成績，運  
動選手，課外活動，インタビュー結果などの基準を用いて，願書などの書類が評定される仕組み  




































































申し立ては，次のようである（38）。   
第1に，自分の時間が十分ない。チョートでの生活は，あまりにも細かく，隅々まで組み立て  
られていて，立ち止まって自分について考えることができない。   
第2に，外部社会で生じている出来事について情報が遮断されている。チョートは，閉鎖的な  
コミュニティである。外部社会で物事を動かしている人物から，話を聞かせたがらないところが  
ある。   
第3に，学校ではわくわくするようなことがあまりない。教室では，生きているという実感が  
得られない。雰囲気は抑圧的である。  
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第4に，生徒と教師，生徒と経営者との間でほとんどコミュニケーションがない。年配の教師  
は，ぼんやりした眼差しで教室を見渡し，眠たそうな眼で時間を気にしながら，一世代前に作っ  
たような授業の課題を繰り返しているだけである。   
第5として付け加えると，自分自身にもっと注意を向けなくてはならない。自分の無力感と戦  





べきことは教室の外側で生じていた。   
この時期，チョートの生徒を対象に生活意識調査が実施された。クラークにインタビューした  
学生（JohnOIson）が中心となって，138もの質問が用意された。何人かの教官やイエール大の社  

























































多かった。ハーヴァー ドの学生全体では40％ほどが，プレップ・スクール出身である。（出所：  
私のルームメートのElliotAbramsが，逮捕された学生は，どこのハイスクールの出身かを勇猛果  
敢に調べた結果である。すべての社会学者は感謝すべきであろう）」（43）。   
ケルマンによれば，当時の左翼の家庭出身である「生まれながらのラジカル」は，親が1930年  
代から40年代に共産主義運動に参加しており，自分は社会科学とか行政学を専攻するという意志  
でハーヴァー ドに入学している。そして，入学後はSDSの活動にも加わって，リーダーシップを  
握ってきた。政治的に立場の異なる者とも交流あり，ケルマンは「人間的」で「いいやつ」が多  
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「偉大なる反乱」に，第4世代が自らの手で下した「階級の死」を見ている。   
ボルソェルからすると，第2次大戦後に生まれて，1960年代後半に大学に入学した第4世代は，  
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表1 セントポールズ校生徒の多様化  
（l）ビッグ3への進学  
年次 1947  1954  1962  1965  1969  1976 1986  1990 1995  199（i－99  
Harvard  14  20  16  22  16  17  18  9  
Princeton  21  9  12  7  9  11  7  8  
Yale  39  19  19  13  9  9  10  14  7  18  
ビッグ3 計  74  48  47  42  34 、37  35  31  24  77  
卒業生数  l00   73  94  102   96  137  146  136  128  505  
ビッグ3 ％  74．0   65．8  50．0  41．2   35．4  27．0  24．0  22．8  18．8  15．2  
（2）ⅠVYリーグ校への進学  
年次 1947  1962 1965 1969  1976 1986 1990 1995 1996－99  
IVY進学数  76  55  61  41  62  58  47  52  196  
卒業生数  1（氾   94  102   96   137  146  136  128   505  
ⅠVY ％  76．0   58．5   59．8   42．7   45．3   39．7   34．6   40．6   38．8  
進学先大学数  13  25  28  33  50  46  47  51  93  
（3）在校生の出身地  
年次 1950  1954 1964  19鵬  1974  1985  1995  1999  
NewYork ％  36．3   27．5   20．8   22．5   22．8  18．0  12．7    9．9  
Pemnsylvania％  14・0 18・0  8・5   6・8   5・6  4・8  3・6   2・7  
Massachusetts ％  9．2    8．9  12．9  113  13．6  12．8  12．9  13．9  
NewHampshire％  2・5  2・4   9・4   9・3  12・2   9・8 15・3  16・5  
その他の州％  36．3   38．6  41．5  43．7  41．7  47．5  44．8  43．1  
海外％  1．6   4．7   6．9   6．4   4．0   7．0  10．8  14．0  
計  435   451  448   453   499   499   498   527  
（4）奨学金  
年次 1950  1954  1964  1974  1985  1994 1999  
奨学生（人）  100  100  121 142  150  153  183  
奨学生（％）  23．0  22．2  27．0  28．5  30．1  30．0  37．0  






















































あったが，1972年には39人になっている。   
カリキュラムの変化をわかりやすく数値化することは難しい。しかしカリキュラムのほうが改  
革の村象になっていたし，変化もドラスティックであった。1950年代のセントポールズ校のカリ  
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の後も，アフリカ系の生徒数を増やすことが課題となっているが，そのためにもアフリカ系の教   
師を増やさなければならない。アフリカ系学生にはあまりにも違和感を抱かせてしまう環境だと   
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